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施策の体系 

小平市のエネルギー施策の推進に向けた先導的な 10 の基本的な施策と４２の具体的な取

組を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限りある資源を

大切に使う 

 ＜基本方針＞ 

～
め
ざ
す
環
境
像
～ 

 

３
つ
の
環
境
の
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わ
』
を
大
切
に 

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち 

こ
だ
い
ら 

  

■意識啓発 

ア 環境学習の充実【市】                               重点プロジェクト 

イ ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信【市】 

ウ エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実【市、市民団体】 

エ 地球温暖化対策地域推進計画の策定【市】 

■推進体制 

オ エコダイラネットワークの再構築【市民、事業者、市】 

カ 人材の育成【市】 

キ 環境配慮事業者連絡会の充実【市、事業者】 

ク 大学との連携による普及啓発【市、事業者】 

ア 「エコダイラ・オフィス計画」の21年度の見直し【市】                重点プロジェクト 

イ 白熱球の電球型蛍光灯化【市】 

ウ （仮称）公共施設建築物整備指針の策定【市】 

エ 省エネ診断及び ESCO事業の導入 

オ 照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修 

カ モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や取り組みの PR 

キ フィフティ・フィフティ制度の導入【市】 

ア ノーカーデーの実施【市、市民、事業者】                      重点プロジェクト 

イ 公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討【市、市民】 

ウ エコドライブの普及啓発【市、市民、事業者】 

エ アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及啓発【市】 

オ 低公害車及び低燃費車への買い換えの実施【市、市民、事業者】 

ア 公共施設への太陽光発電システム機器の設置【市】                  重点プロジェクト 

イ 市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム機器の助成制度【市→市民、事業者】 

ウ 市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検討【市民、事業者、市】 
ア 公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機器の導入【市】 

イ 市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざまな助成制度【市→市民、事業者】 

ア 公立学校給食や市民への地産地消の推進【市】 

イ こだいら菜の花プロジェクト【市民団体、市民】 

ウ バイオマスの利用（廃食用油、食品残さ、農業残さ、剪定枝など）による発電や熱利用及び堆肥化【市】 
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循環 

調和 

環境マインド・ア

クションの高い

人づくり 

（人と人をつなぐ） 

協働 

ア エコポイント制度の検討【市】 

イ 家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大【市民】 

ウ グリーン電力証書制度の活用【事業者】 

ア 省エネ診断、省エネ研修会の普及【事業者】                     重点プロジェクト 

イ 室内の温度設定の徹底【事業者】 

ウ 事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡大【事業者】 

エ 事業所の省エネ対策の促進【事業者】 

ア 市民版環境配慮指針の普及拡大【市民団体、市民、市】（環境家計簿の推進）      重点プロジェクト 

イ 緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出【市民】 

ウ 環境共生住宅の普及【市民】 

循環の“環
わ

” 

調和の“環
わ

” 

協働の“環
わ

” 

 

 

緑化と調和したエ

ネルギー負荷の尐

ない都市づくり 
ア 市民記念樹事業の実施【市】                            重点プロジェクト 

イ 市民参加による森林の整備【市】 

ウ 公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び既存の緑の見直し【市】 

エ 保存樹林などの公有地化の検討【市】 

 ＜施策の方向性＞ 

新エネ関連 

１ エネルギー消費の現状をみ

つめ共通認識をもつ 

２ エネルギーを大切に使う行

動を促進する 

３ エネルギーの消費量を減ら

す整備を推進する 

４ 地域の資源を活かす取り組

みを推進する 

６ 水と緑を活かしてエネルギ

ー負荷を軽減する 

７ 低炭素型の移動手段を構築

する 

10 各主体が一体となって次世

代のライフスタイルを実践

する 

８ どこでも学べる環境教育

の機会をつくる 

９ CSR（企業の社会的責任）に

対する関心を高める 

５ エネルギーを新たに生み

出す整備を推進する 
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ア 公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機器の導入【市】 

イ 市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざまな助成制度【市→市民、事業者】 

意識啓発、 

主体的な参加の

仕組みづくり 

凡例： 

【  】：実施主体または、市の支援、啓発対象 

     （市、市民、事業者、市民団体） 

 

 ＜基本的な施策＞                ＜具体的な取組＞ 

■意識啓発 

ア 環境学習の充実【市】                           重点プロジェクト 

イ ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信【市】 

ウ エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実【市、市民団体】 

エ 地球温暖化対策地域推進計画の策定【市】 

■推進体制 

オ エコダイラネットワークの再構築【市民、事業者、市】 

カ 人材の育成【市】 

キ 環境配慮事業者連絡会の充実【市、事業者】 

ク 大学との連携による普及啓発【市、事業者】 

ア 「エコダイラ・オフィス計画」の21年度の見直し【市】           重点プロジェクト 

イ 白熱球の電球型蛍光灯化【市】 

ウ （仮称）公共施設建築物整備指針の策定【市】 

エ 省エネ診断及び ESCO事業の導入 

オ 照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修 

カ モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や取り組みの PR 

キ フィフティ・フィフティ制度の導入【市】 

ア ノーカーデーの実施【市、市民、事業者】                   重点プロジェクト 

イ 公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討【市、市民】 

ウ エコドライブの普及啓発【市、市民、事業者】 

エ アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及啓発【市】 

オ 低公害車及び低燃費車への買い換えの実施【市、市民、事業者】 

ア 公共施設への太陽光発電システム機器の設置【市】             重点プロジェクト 

イ 市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム機器の助成制度【市→市民、事業者】 

ウ 市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検討【市民、事業者、市】 

ア 公立学校給食や市民への地産地消の推進【市】 

イ こだいら菜の花プロジェクト【市民団体、市民】 

ウ バイオマスの利用（廃食用油、食品残さ、農業残さ、剪定枝など）による発電や熱利用及び堆肥化

【市】 

 

ア エコポイント制度の検討【市】 

イ 家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大【市民】 

ウ グリーン電力証書制度の活用【事業者】 

ア 省エネ診断、省エネ研修会の普及【事業者】                  重点プロジェクト 

イ 室内の温度設定の徹底【事業者】 

ウ 事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡大【事業者】 

エ 事業所の省エネ対策の促進【事業者】 

ア 市民版環境配慮指針の普及拡大【市民団体、市民、市】（環境家計簿の推進）  重点プロジェクト 

イ 緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出【市民】 

ウ 環境共生住宅の普及【市民】 

ア 市民記念樹事業の実施【市】                        重点プロジェクト 

イ 市民参加による森林の整備【市】 

ウ 公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び既存の緑の見直し【市】 

エ 保存樹林などの公有地化の検討【市】 

(10)総合的な意識啓発プロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(4)先導的な公共施設における

省エネプロジェクト（省エ

ネ） 

(8)エコダイラモビリティ推進

プロジェクト（省エネ） 

 

(5)太陽光発電日本一プロジェ

クト（新エネ） 

(6)省エネルギー・新エネルギ

ー導入プロジェクト（新エ

ネ・省エネ） 

(3)地産地消と資源循環プロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(9)商店街などと連携した意識

啓発プロジェクト（新エネ） 

(1)家庭でのエコライフプロジ

ェクト（省エネ・新エネ） 

(2) 事業所（職場）でのエコラ

イフプロジェクト（省エ

ネ・新エネ） 

 

 

(7)小平のみどりづくりプロジ

ェクト 



№

基本的な施策

＇１（家庭のエコライフプロジェクト

1

2

3

○市民版環境配慮指針の普及拡大にあわせ、国産材の利用、高
断熱・高気密住宅、太陽光発電機器の設置、雨水利用を施した環
境共生住宅の普及啓発に取り組む。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動
　　イベント等に参加し、環境配慮指針の配布による普及啓発活動
○太陽光発電機器の助成制度を通して、啓発を行った。

環境共生住宅の普及 環境保全課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施

○自宅の壁などを利用した壁面緑化や緑のカーテンによる緑の創
出を図り、あわせて省エネの促進に取り組む。
○オープンガーデンを市内に拡大し、より多くの花や緑に触れる機
会を広げる。

○緑のカーテン＇50セット（を配布した。＇平成20年度～（
　・園芸用ネット、プランター、苗＇ゴーヤ、きゅうり（
○個人の庭などを利用した「こだいらオープンガーデン」＇18か所（
　・オープンガーデンマップの配布

緑のカーテンによる省エネ及び緑の創出
環境保全課・水と緑と公園課・産
業振興課

平成21年度　実施

★市民版環境配慮指針の普及拡大 環境保全課 平成21年度　実施

○市民版環境配慮指針の認知度を高めていくとともに、問合せ窓
口をわかりやすくする。
○エコダイラネットワークと連携し、環境家計簿を利用した省エネ行
動の実践活動により環境配慮指針の普及拡大に取り組む。
○家庭で使用されている電気を見えることができる電気使用量等
測定器を貸し出し、省エネ行動へのきっかけづくりに取り組む。

【重点プロジェクト１】
○すべての市民が参加するためには、次のプロセスで取り組む。
ステップ１－新しく参加する機会をつくる
ステップ２－環境配慮指針や省エネカレンダーの配布時の工夫
ステップ３－参加時の工夫
ステップ４－募集時の工夫
○「１人１日１ｋｇCO２削減生活」の実践を促す。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動＇平成17
年度～（
　・イベントに参加し、環境配慮指針の配布による普及啓発活動
　・１人１日１kg運動の啓発
　・環境家計簿の実施＇参加者109世帯、13事業所（募集＇5/５号（
　・環境フォーラムの実施＇3/27（－表彰式、ふろしき活用法
　・講師の派遣のPR
○イベントでの電球形蛍光灯の配布＇220個（
○エコライフカレンダーの作成＇500枚（、配布
○省エネシールの作成、配布＇1,000枚（
○エコふろしきの配布＇500枚（
○電気使用量等測定器の貸し出し
　・省エネナビ＇1台（、エコワット7台)、ワットチェッカー(4台（
○家庭のCO2削減チェックの実施＇約20,７00kg削減（
　・こだいらエコフェスティバル'09
　・えんとつフェスティバル
　・環境学習＇2/8（
　・環境講演会＇2/28（
　・環境学習＇3/19（
○環境学習、イベントの参加者　延4,960人

小平市地域エネルギービジョン進捗状況一覧（平成２１年度実績）

具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

※具体的な取組に「★」がついている取組は、重点プロジェクトである。
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇２（事業所＇職場（のエコライフプロジェクト

4

5

6

7

○経営者を対象とする高効率照明器具の交換、省エネ設備の更
新、ESCO事業などによる経費の削減のための勉強会を開催し、省
エネに取り組む。

○経営者を対象とする高効率照明器具の交換、省エネ設備の更
新、ESCO事業などによる経費の削減のための勉強会を開催した。
・環境配慮事業者連絡会＇3/29（

事業所の省エネ対策の促進 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○室内の温度設定の徹底を図りながら、電気製品の買い換え時
は、省エネ効果の高い商品の購入の促進に取り組む。

○事業所内の電気製品の買い換え時は、省エネラベリング制度を
利用し、省エネ効果の高い商品の購入を促す方法を検討してい
る。
○公共施設における電気製品の購入リース時は、省エネ率の高い
製品を選択するよう努めている。

事業所内の電気製品などの省エネルギー機器の普及拡
大

環境保全課・総務課・情報シス
テム課・施設管理担当課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○省エネ対策としての冷暖房温度の徹底を促すため、緑のカーテ
ンや植樹とあわせ、普及啓発に取り組む。

○すぐに取り組める省エネ対策として、冷暖房温度の設定温度＇夏
期28℃、冬期20℃（の徹底のポスターを公共施設に掲示し、事業
者に啓発した。

室内の温度設定の徹底 環境保全課 平成21年度　実施

○東京都と連携し、中小規模事業者を対象とした、省エネ対策の
提案や運用改善の支援、省エネ研修会の開催に取り組む。

【重点プロジェクト２】
○省エネ研修会への参加、省エネ診断の実施を促す。
○省エネ診断結果から得た省エネ手法を蓄積し、業種別にモデル
化する。環境配慮事業者連絡会などで業種別省エネ手法を啓発
する。

○省エネ研修会の実施の際には東京都と連携し、事業者が積極
的に参加できるよう、取組のPRや参加事業者の募集、会場の提供
などの支援体制を整えた。
○公共施設では、市庁舎、学校給食センター、市民総合体育館の
３施設で財団法人省エネルギーセンターによる省エネ診断を実施
した。
○環境配慮事業者連絡会において省エネ診断結果の報告を行っ
た。

★省エネ診断、省エネ研修会の普及 環境保全課 平成21年度　実施

4



№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇３（地産地消と資源循環プロジェクト

8

9

10

○広域的な連携を図りながら、廃食用油や生ごみ、農業残さ、剪定
枝などのバイオマスを利用したガス化、メタン発酵、炭化、堆肥化な
どの導入を検討する。
○果樹園や街路樹の剪定枝をチップ化し、熱としての利用を検討
する。
○イベントで回収した廃食用油をエコキャンドルの原料として、小平
グリーンロードで行う灯りまつりの灯ろうなどに利用し、省エネ行動
の啓発に役立てる。

○生ごみ堆肥化に向けたモデル事業として平成22年度実施に向
け、検討した。
○回収した廃食用油でエコキャンドルを作成し、灯りまつり＇8月（の
灯ろうに利用した。
○先進市などによる廃食用油や生ごみ、農業残さ、剪定枝などの
バイオマスを利用したガス化、メタン発酵、炭化、堆肥化などの導
入事例を研究した。

バイオマスの利用＇廃食用油、生ごみ、農業残さ、剪定枝
など（による発電や熱利用及び堆肥化

ごみ減量対策課・産業振興課・
環境保全課

平成21～27年度　検討
平成２８年度　実施

○市内の低利用農地を利用した菜の花やヒマワリの栽培、種を搾
油する活動を支援する。
○廃食用油をバイオディーゼル燃料＇BDF（に精製、利用するシス
テムを検討し、有機資源の地域循環につなげる取組を推進する。
○菜の花などからの搾油できる油の量は尐なく、廃食用油も尐量で
あることから、家庭から排出される廃食用油を回収するしくみを検討
し、量の確保に努める。同時に、菜の花栽培の参加者を募集し、栽
培面積の拡大を図る。

○菜の花プロジェクトでは、市内の低利用農地を利用して、菜の花
やヒマワリを栽培し、種を搾油する活動をしている。＇栽培面積　１５
アール（
・イベントでの廃食油の回収＇150ｋｇ（
・バイオディーゼル燃料＇ＢＤＦ（18ℓをトラクター燃料に利用した。
・活動展＇４月、５月、３月ふれあい下水道館（開催
・廃食油を使ってエコキャンドルつくり講習会＇3/27（

こだいら菜の花プロジェクト 産業振興課・環境保全課 平成21年度　実施

○フードマイレージの視点から、学校給食での小平産の農産物の
利用をさらに進め、地場野菜を利用することが環境にもやさしいこと
を学童農園を通じて、環境教育に役立てる。
○エネルギー消費の尐ない料理方法とあわせながら、小平産の野
菜を使った料理が温暖化防止につながっていることをPRする。

○学校給食での小平産の農産物の利用をさらに進め、地場野菜を
利用することが環境にもやさしいことを学童農園を通じて、環境教
育に役立てている。
    地場産農産物購入割合　12.7％
○学童農園は全小学校＇19校（で行っている。
○環境学習「エコクッキングで環境にやさしい料理をしませんか？」
の実施＇7/24（

公立学校給食や市民への地産地消の推進
学務課・産業振興課・環境保全
課

平成21年度　検討
平成22年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇４（公共施設における先導的な省エネプロジェクト

11

12

13

14

○エネルギー消費量が多い施設における省エネ診断を実施し、そ
の結果に基づいた省エネ改修＇ESCO事業（を検討する。

○市庁舎＇10/23（、学校給食センター＇11/17（、市民総合体育館
＇12/18（の３施設において、財団法人省エネルギーセンターによる
省エネ診断を実施し、ESCO事業の可能性を検討した。

省エネ診断及び省エネ改修＇ESCO事業（ 環境保全課・施設管理担当課
平成21年度　検討
平成22年度　実施

○新築や既設の施設における省エネ設備の導入、新エネ機器の
導入に関する指針を定め、計画段階から環境に配慮した施設の建
設に向けたシステムを構築する。

○新築や既設の公共施設における省エネ設備の導入、省エネ改
修の実施、さらに太陽光発電システムなどの新エネルギー機器の
導入に関する指針づくりの検討を行った。
○平成25年開館予定の＇仮称（小川町一丁目地域センター・児童
館の建設にあたり市民の意見、提案を募集した。この施設はエネル
ギービジョンに基づき二酸化炭素排出量を最小限に抑えた施設を
目指している。

＇仮称（公共施設建築物整備指針の策定
環境保全課・たてもの整備課・施
設管理担当課

平成21年度　検討
平成22年度　実施

○事務室内にあるすべての白熱球を電球形蛍光灯へ交換する。 ○各施設の照明器具などの実態調査を行った。＇1,444個（
21年4月1日の施設名と個数は下記のとおり。
・市庁舎148個(平成21年12月現在（
・地域センター221個・保育園27個・健康福祉事務センター2個
・福祉会館17個・リサイクルセンター4個・下水道管理センター67個
・小学校154個・中学校44個・平櫛田中彫刻美術館69個
・市民総合体育館98個・上水公園テニスコート35個、
・東部公園プール15個・花小金井武道館１個
・公民館146個・図書館396個

○白熱球を電球形蛍光灯に交換した。＇　２４個（
・施設名　 市民総合体育館　　　　　20個
              平櫛田中彫刻美術館　　 4個

白熱球の電球型蛍光灯化 施設管理担当課 平成21～24年度　実施

○市内の大規模事業者として、自ら率先して二酸化炭素等の温室
効果ガス排出量を削減し、環境負荷の低減に取り組む。
○各施設の使用状況に応じた目標数値を設定し、施設単位でエネ
ルギー使用量の削減を全職員が一丸となり、温室効果ガスの削減
に取り組む。

【重点プロジェクト３】
○職員が一丸となって取り組むため、施設ごとに削減目標を定め、
毎年環境行動チェックによる検証を行う。
○市の取組状況を市内事業者に広め、省エネ意識の高揚を図る。

○第二次エコダイラ・オフィス計画を平成22年3月に策定した。
   ・第二次エコダイラ・オフィス計画検討委員会＇13名（　3回開催
   ・第二次エコダイラ・オフィス計画検討部会＇17名（　6回開催

　
　計画の目標は、地球環境のため全職員が環境への影響を自覚
し、環境負荷の低減に向けた目標の達成と、市が行う事務事業に
おける二酸化炭素等の温室効果ガス排出量を平成３２年度までに
平成１７年度比でマイナス２５％、中間目標の平成２４年度までにマ
イナス６％を目指す。

★「エコダイラ・オフィス計画」の平成２１年度の見直し 総務課・環境保全課 平成21年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

15

16

17

○フィフティ・フィフティ制度を理解し、小・中学校における環境教
育への導入、さらに省エネ意識を高める。

※学校等で省エネ学習を行い、省エネ行動を実践することにより、光熱水費
が前年よりも削減されることがあり、この削減された光熱水費の半分を学校
の省エネ機器の交換、新エネ機器の設置、緑化の推進などの予算に還元
するしくみ。

○フィフティ・フィフティ制度を理解し、小・中学校における環境教
育への導入、さらに省エネ意識を高める仕組みを検討する。
○二酸化炭素排出量の削減効果の高い施設に対して、歳出予算
不用額の一部を充てるための「エコダイラ予算」を創設した。対象と
する事業は、省エネ室内照明器具への交換、省エネ電気機器の買
換え、緑化の推進などとする。＇1施設130万円まで（平成２２年度の
対象は中央公民館、中学校、健康センターの３施設。

フィフティ・フィフティ制度の導入 財政課・学務課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○省エネ改修を実施した施設のモニタリング調査やレポートを作成
し、省エネ効果の検証や取り組みのPRに取り組む。

○検証方法等の内容の情報収集を行った。

モニタリング＆レポートの導入による省エネ効果の検証や
取り組みのPR

たてもの整備課・施設管理担当
課

平成21年度　検討
平成２２年度　実施

○省エネ改修をしない施設では、建物、設備の更新時期にあわせ
て、照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ改修に
取り組む。

○市庁舎において、省エネ改修を実施した。
　・高効率照明器具の実証試験
　・トイレ手洗いを自動水栓(超節水型、発電タイプ（へ交換＇４７か
所（
　・高効率照明器具の交換＇１・２階の６２基（
　・給湯室の電気温水器の交換＇５か所（

照明器具や空調設備機器などの高効率化による省エネ
改修

たてもの整備課・施設管理担当
課

平成21年度　検討
平成22年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇５（太陽光発電日本一プロジェクト

18

19

20

○集合住宅に入居しているなどの理由で太陽光発電システム機器
を設置したくても設置できない市民のために、事業所などの敷地を
利用した太陽光発電システムの設置を検討する。
○設置に係る費用は市民などから出資金を集め、発電された電力
の一部を売電し、その売り上げを出資者に配当するしくみを検討す
る。

○先進自治体などによる市民出資型の太陽光発電システム機器の
設置に関する情報収集に努めた。

市民出資型による太陽光発電システム機器の設置の検討 環境保全課
平成23～24年度　検討

平成25年度　実施

○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度として、
住宅用太陽光発電システムを設置する者に対しその費用に一部を
助成することにより機器の普及を図る。
○国や東京都などと連携し、さまざまな省エネルギー・新エネル
ギー機器の導入に向けたＰＲを行う。

【重点プロジェクト４】
○家庭の太陽光発電システムの設置は、各種補助制度を活用し、
設置費用の軽減を図りながら、最終年次までに一戸建て住宅の半
数＇14,000世帯（への設置を目指す。
○国や東京都の設置費補助制度をPRし、太陽光発電システムの
設置を拡大する。

○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度として、
住宅用太陽光発電システムを設置する者に対しその費用に一部を
助成することにより機器の普及を図った。＇平成19年度～（
　・1kw当たり５万円＇上限１０万円（
　・助成件数59件　助成金総額 5,876,000円
○設置者は、設置後2年間省エネルギー報告書＇年２回（を提出
し、その報告書の結果をまとめ公表した。
○市内事業所の設置状況の把握に努めた。＇3事業所、173kw（
○国や東京都の補助制度と連携し、太陽光発電システム機器の導
入に向けたＰＲを行った。　＇国－１kw当たり7万円、都－１kw当たり
10万円（

★市民、事業者の設置者に対する太陽光発電システム機
器の助成制度

環境保全課 平成21年度　実施

○自然の恵みである太陽エネルギーを最大限利用した太陽光発
電システムの導入率が日本一のまちを目指す。
○今後策定する＇仮称（公共施設建築整備指針に基づき構造計算
を行いながら、太陽光発電システム機器を設置する。

【重点プロジェクト４】
○公共施設への太陽光発電システムの設置
・設置可能なすべての公共施設に設置する。
・太陽電池の種類は、結晶系や化合物系があるため、それぞれの
特性や効果にあわせた太陽光発電システムを設置し、小平市全体
が太陽光発電のあるまちになるように取り組む。

※導入率とは、設置可能な施設数を機器の設置した施設数で除した割合と
する。なお、設置可能な施設数は79か所。

○設置可能なすべての公共施設に太陽光発電システム機器を設
置し、導入率日本一を目指す。

・市庁舎＇10kW（及び花小金井小学校＇10kW（の屋上、子どもキャ
ンプ場のトイレ＇2.1kW（に設置した。＇22年3月設置（
・小平第九小学校＇20kW（、小平第十二小学校＇20kW（、学園東小
学校＇20kW（、小平第一中学校＇20kW（、小平第二中学校＇20kW（
の屋上に設置するための設計を行い、工事は22年度に施工する。

・設置状況
　　平成20年度末　４か所　発電出力18kW
　　平成21年度末　３か所　発電出力22kW
　
・導入率＇設置可能な施設数から機器の設置した施設数で除した
割合（
　　平成21年度末　8.9％＇7/79（
・年間延発電量
　　H16－8,500kWh、H17－8,500kWh、H18－16,400kWh
　　H19－21,200kWh、H20－20,500kWh、H21－19,700kWh

★公共施設への太陽光発電システム機器の設置
環境保全課・施設管理担当課・
たてもの整備課

平成21年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇６（省エネルギー・新エネルギー導入プロジェクト

21

21－(ｱ)

21－(ｲ（

21－(ｳ（

22

○市内の住宅や事業者に新エネルギー機器等の普及拡大を図る
ために、各機器のＰＲや情報提供に努める。
○国や東京都などと連携し、新エネルギー・省エネルギー機器設
置に対する助成制度を検討する。

○国や東京都などと連携し、さまざまな省エネルギー・新エネル
ギー機器の導入に向けたＰＲを行った。
○グリーンエネルギーフェア2009を開催し、東京都の太陽エネル
ギー見本市を実施した。
○燃料電池車を市民まつりのパレードに参加させＰＲを行った。
○新エネルギー・省エネルギー機器設置モニター助成制度として、
住宅用新エネルギー機器等を設置する者に対しその費用に一部
を助成した。
・二酸化炭素冷媒ヒートポンプ　1kw当たり5万円　助成件数19件
・潜熱回収型給湯器　1機器当たり2万5千円　助成件数40件
・太陽熱利用システム　1機器当たり2万5千円　助成件数3件
・ガス発電給湯器　1機器当たり5万円　助成件数5件
・燃料電池　1機器当たり5万円　助成件数2件

市民、事業者の新エネルギー機器設置者に対するさまざ
まな助成制度

環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○給湯需要が多い福祉会館や健康センターなど２つの施設をあわ
せ、天然ガスコージェネレーション、燃料電池の導入を検討する。

○先進自治体などによる天然ガスコージェネレーションや燃料電池
に関する情報収集に努めた。

福祉施設や病院等への天然ガスコージェネレーションや
燃料電池の導入

環境保全課・高齢者福祉課・健
康課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○普及啓発用に用水を利用した小水力発電の導入を検討する。
○先進自治体などによる用水や河川を利用した水力発電に関する
情報収集に努めた。

市内の用水に普及啓発用として水車＇水力を利用した発
電機器（を設置し、街灯に利用

環境保全課・水と緑と公園課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○街路灯などに太陽光発電装置や高効率照明器具の設置に取り
組む。

○街路灯への高効率照明器具の導入に関する情報収集に努め
た。
○LED街路灯＇緑川通り全線65基（の設置に向け、3月補正予算に
計上した。＇22年度中に設置予定（
○長銀グランド跡地の開発に伴い、街路灯のＬＥＤ照明＇６０基（を
新規に受け入れた。

街路灯への高効率照明や太陽光発電装置付照明の導入
交通対策課、地域文化課、産業
振興課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施

○施設の利用方法にあわせた、省エネルギー・新エネルギー機器
の導入に取り組む。

○平成25年開館予定の小川町一丁目地域センター・児童館の建
設にあたり市民の意見、提案を募集した。この施設はエネルギービ
ジョンに基づき二酸化炭素排出量を最小限に抑えた施設を目指
す。＇再掲（

公共施設へのさまざまな省エネルギー・新エネルギー機
器の導入

環境保全課・施設管理担当課・
たてもの整備課

平成21～22年度　検討
平成23年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇７（小平のみどりづくりプロジェクト

23

24

25

26

○貴重な緑を残すため、土地所有者の理解と協力を得ながら、市
の財政事情も考慮し、民有地の保存樹林の公有地化を検討する。

○民有地にある保存樹林の公有地化への課題等の整理を行うとと
もに、既に公有地化を進めている保存樹林＇上水新町一丁目（の
一部を新たに買収した。

保存樹林などの公有地化の検討 水と緑と公園課
平成21～23年度　検討

平成24年度　実施

○屋上緑化＇花木、芝生、さつまいもなど（や緑のカーテン＇朝顔、
にがうりなどのつる性植物（の設置を積極的に導入する。
○樹木が十分な緑化が図られているかを見直し、適切な樹種の選
択、補植、適切な樹形や管理などを行う。

【重点プロジェクト５】
○次世代を担う子どもたちに小平の緑を引き継ぐため、市内のあら
ゆる場所＇公共施設、学校、公園などの空きスペース（に緑を創出
する。
○学校では、校舎の冷却効果を高めるだけではなく、潤いを与えて
くれることから、学校への植樹を検討し、みどりの大切さを学べるよう
整備する。

○公共施設５か所での屋上緑化の維持管理に行った。
○緑のカーテン＇ゴーヤ、アサガオ（を実施した。
　　市庁舎＇156㎡（、中央公民館＇80㎡（
○花小金井保育園の屋上でさつまいもを使った屋上緑化の試行を
行った。
○公共施設の緑が適切に管理され、本来緑が持つ大切な機能や
役割が十分に発揮されることを目的に、公共施設における植生管
理ガイドブックの作成した。

★公共施設の屋上緑化、緑のカーテンによる省エネ及び
既存の緑の見直し

施設管理担当課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○ふれあいの森林づくり事業を実施する。
○環境学習の体験の場とする市民が定期的に参加できる「小平の
森」を確保し、市民参加による植樹、下草刈り、間伐などを行い、森
林の整備を検討する。

【重点プロジェクト５】
○成長した苗木は、環境学習の体験の場とする「小平の森」を確保
し、市民参加による下草刈り、間伐などとあわせて、植樹祭を行う。

○ふれあいの森林づくり事業として、小平町の国有林＇約132ha（に
ある約30万本のトドマツの維持管理に努めている。
○市内保存樹林でNPO法人やボランティアによる雑木林の保全活
動＇落ち葉掃き、樹木の間伐、枯れ枝の整理など（を実施した。＇上
水新町（
○先進自治体などによる森林整備に関する情報収集に努めた。
○先進自治体である港区の「みなと区民の森づくり」への視察
＇6/17（した。あきる野市＇20ha（

★市民参加による森林の整備
地域文化課・水と緑と公園課・環
境保全課

平成21～24年度　検討
平成25年度　実施

○新築や出産などの記念日の記念樹として、樹木の配布や植樹事
業への参加を促す。
○夏の日差しを遮り、冬の日差しを取り入れることができる落葉広
葉樹を自宅の庭に植樹し、環境配慮型住宅の促進に役立てる。

【重点プロジェクト５】
○出産時などの記念として、ドングリなどを自宅で育ててもらい、成
長した苗木は、環境学習の体験の場とする「小平の森」に植樹す
る。

○樹木の配布や植樹事業への参加に関する情報収集に努めた。

★市民記念樹事業の実施 水と緑と公園課・環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇８（エコダイラモビリティ推進プロジェクト

27

28

29

30

31

○すべての庁用車は、低公害車＇電気自動車や燃料電池自動車
を含む（及び低燃費車へ計画的に買い換える。
○市民、事業者へ低公害車及び低燃費車への買い換えを促す。

【重点プロジェクト６】
○自動車の買い換え時には、ハイブリット自動車や電気自動車など
の低公害車、燃費が良い低燃費車への買い換えを促進するため、
車種別の省エネ情報を発信する。

○庁用車＇6台（を低公害車に買い換えた。

★低公害車及び低燃費車への買い換えの実施 総務課・環境保全課・全課 平成21年度　実施

○庁用車にアイドリングストップ装置を設置し、エコドライブの実践と
あわせ、燃料の削減などの省エネ効果を公表する。
○アイドリングストップ装置を設置した庁用車には、車体後部にス
テッカーを貼り、後続車などに啓発する。

【重点プロジェクト６】
○アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及を図る。

○燃料使用量の多い庁用車＇5台（にアイドリングストップ装置を設
置した。＇延31台（
○エコドライブの推進及び燃料の削減、使用時による市民、事業者
への普及啓発を行った。

★アイドリングストップ装置の設置及び省エネ効果の普及
啓発

環境保全課 平成21年度　実施

○庁用車での運転結果や運転方法を、エコドライブ講習会の実施
やホームページなどで情報発信し、普及啓発に取り組む。
○イベントなどでアイドリングストップ装置装着車を展示したＰＲに取
り組む。

【重点プロジェクト6】
○市内の自動車教習所が行っているエコドライブ講習会と連携し、
エコドライブの普及にあわせ、市民や事業者向けの講習会を開催
する。

○庁用車エコドライブ推進キャンペーンとして、庁用車使用におけ
るエコドライブの推進を実施した。
・前年平均燃費より5％燃費向上を目標に３か月間＇11月～1月（の
エコドライブに努めた。
　H21年度 参加台数8１台中46台５７％が達成（
　　5％未満であったが、前年より向上した台数15台、計61台、75％
が燃費が向上した。
・エコドライブ講習会を西武自動車学校で実施した。＇10月29日、
10月30日　参加者24名（

★エコドライブの普及啓発 環境保全課 平成21年度　実施

○自動車の使用抑制の視点から、駐車場を利用する人には駐車
料金を課すことを検討する。

○自動車の使用抑制を図るため、駐車料金の有料化に関する検
討を行った。

公共施設駐車場の有料化による自動車利用抑制の検討 施設管理担当課
平成21～23年度　検討

平成24年度　実施

○自動車による通勤手段から電車、バス、自転車などの交通機関
へ誘引することにより、交通渋滞による大気汚染の減尐や自動車燃
料費の削減に取り組む。
○市職員による年間を通じたノーカーデーを実施する。
エコドライブの実施にあわせ、「週に１度は乗らないデー」を啓発す
る。

【重点プロジェクト6】
○自動車使用の抑制を図る。

○「週に一度は乗らないデー」を合言葉にした市民、事業者、職員
の自動車使用の抑制によるノーカーデーを呼びかけた。また、職員
には年間を通じて水曜日ノーカーデーの取組みを始めた。
○冬期自動車使用抑制キャンペーンとして次のとおり実施した。
＇11月１日～1月31日（
・市報及びホームページにおいて、エコドライブの方法や渋滞の原
因となる路上駐車の禁止、駐停車時のアイドリングストップなどの周
知に努めた。
・「週に一度は乗らないデー」としてマイカーの使用抑制を図るた
め、懸垂幕やのぼり旗を掲示した。

★ノーカーデーの実施 環境保全課・総務課 平成21年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇９（商店街などと連携した意識啓発プロジェクト

32

33

34

○商店街が開催するイベントでは、環境にやさしい電力を利用した
グリーン電力証書制度を活用し、省エネ意識の高揚を促す。

○先進自治体などのグリーン電力証書制度に関する情報収集に
努めた。
○太陽光で発電された電力を利用し、二酸化炭素を出さないイベ
ントを開催した。グリーン電力証書を購入し、イベントの開催におけ
る環境負荷の低減や参加者への省エネ意識の高揚を図った。
　・こだいらエコフェスティバル'09＇9月12日、福祉会館前市民広
場（

グリーン電力認証制度の活用 環境保全課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施

○省エネラベリング制度やトップランナー機種の家電製品を積極的
に紹介していく取り組みを支援する。

○省エネ家電の専門的な知識を持った電気店として指定された
「省エネマイスター店」があり、それぞれの家庭にあった省エネ機器
の購入アドバイスを行っている。市内の省エネマイスター店は７か
所ある。
○国のエコポイント制度と併せ、省エネ家電製品の普及を図る。

家電製品などの省エネルギー機器の普及拡大 環境保全課 平成21年度　実施

○商店会などと連携しながら、公共交通利用＇コミュニティバス（や
環境家計簿などの省エネ行動を実践した市民にポイントを与えるエ
コポイント制度を導入し、市民の省エネ行動が目に見えるしくみを
検討する。

○国や先進自治体のエコポイント制度に関する情報収集に努め
た。

エコポイント制度の検討 環境保全課・産業振興課
平成21～24年度　検討

平成25年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

＇１０（総合的な意識啓発プロジェクト

35

36

37

38 地球温暖化対策地域推進計画の策定 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○多くの市民に市民版環境配慮指針の普及啓発活動を充実す
る。

○エコダイラネットワークと連携した省エネ行動の実践活動＇再掲（
　・イベント等に参加し、環境配慮指針の配布による普及啓発活動
　・環境家計簿の実施＇参加者109世帯、13事業所（
　・講師の派遣のPR

○二酸化炭素以外の温室効果ガス削減の施策を検討し、地球温
暖化対策地域推進計画の策定を検討する。

○地球温暖化対策地域推進計画の策定に関する情報収集に努め
た。

エコダイラネットワークの普及啓発活動の充実 環境保全課 平成21年度　実施

○市民、事業者に省エネ家電製品や電球形蛍光灯への買い換
え、待機電力の抑制、参加型のホームページなどを紹介し、省エネ
行動への参加を促す。
○省エネカレンダーを作成するため、省エネ標語、省エネポスター
などを広く市民から募集し、啓発活動につなげる。

○市報＇5/20号（地域エネルギービジョン特集号を発行した。
○市内全小・中学生を対象に省エネに関するポスターコンクール
の実施
○エコライフカレンダーの作成＇500部（・配布＇再掲（

ホームページや省エネカレンダー等による情報の発信 環境保全課 平成21年度　実施

○これまで取り組んできた環境に関わる活動、東京電力、東京ガス
などの環境教育の取り組みを活用しながら、環境学習の内容を充
実する。

【重点プロジェクト７】
○小・中学校を軸とした環境学習を充実する。
○市民、事業者、市民団体で取り組んできた環境活動の学習ツー
ルを利用し、施設見学などを通じて次世代の子どもたちの環境マイ
ンドを高める。

○市民、事業者の環境意識の充実を図るため、エネルギーや地球
温暖化に関する環境学習やクリーンエネルギーフェアを開催した。
＇再掲（
　・クリーンエネルギーフェア2009＇6月7日　1,700人（
　　　太陽光発電機器及び太陽熱利用システムの展示
　　　　＇東京都太陽エネルギー見本市として実施（
　　　高効率給湯器の展示
　　　ハイブリット自動車の展示
　　　子ども環境工作＇ソーラーF1カー　36人（
　　　省エネグッズの配布＇電球形蛍光灯　220個（
　・環境学習講座
　　エコクッキングで環境にやさしい料理をしませんか？＇7/24　15
人（
　　子ども環境工作＇9/12日　15人（
　　大学の先生と見る小平市の植物＇10/16　11人（
　　野生生物保全への取組み＇11/10　16人（
　　東京都廃棄物埋立処分場見学＇2/8　13人（
　　都市生活水の再生＇3/19　13人（
　・親子環境教室
　　リサイクルでキーホルダーやペンダントを作ろう！＇8/25　14組
34人（
　・環境講演会＇石原良純氏「空を見よう」　2月28日　133人)
　・事業者向け相談会の開催PR

★環境学習＇講座、講演会の開催（の充実 環境保全課 平成21年度　実施
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№ 具体的な取組 推進担当課 スケジュール

取組内容 平成21年度の取組状況

39

40

41

42

○省エネルギー普及指導員＇省エネルギーセンターが認定した者（
や環境学習受講者などによるエネルギー関連に詳しい人材の育成
に取り組む。
○人材登録制度を導入し、エネルギーに関わる指導者の確保を目
指す。

○省エネルギー普及指導員や環境学習受講者などのエネルギー
に関わる指導者の確保を目指すため、情報収集に努めた。
○環境学習受講者や市民活動団体からの人材登録制度の導入を
検討した。

○大学や学生と連携した意識啓発の普及に取り組む。
○今後省エネ行動の普及啓発を図るための、大学や学生との連携
方法について検討する。

環境配慮事業者連絡会の充実 環境保全課 平成21年度　実施

大学との連携による普及啓発 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○環境に配慮する活動に積極的に取り組んでいる事業者が、お互
いに情報交換できる場とする連絡会を平成20年3月27日に発足し
た。
○連絡会への参加事業所を増やすなど、さらに充実します。

○事業者として環境に配慮した取組に関する相互の意見交換する
場を設け、お互いに省エネ対策による経費削減、さらに温室効果
ガスの削減の両立を目指すための連絡会を開催した。登録事業所
１３か所

人材の育成 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施

○各主体が様々な施策を実施するための推進体制として、エコダイ
ラネットワークへの参加者を増やし、さらなる普及啓発に取り組む。

○エコダイラネットワークへの加入募集を行った。

エコダイラネットワークの再構築 環境保全課
平成21～22年度　検討

平成23年度　実施
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